
閻伐実践・環境教育部門

Forest Good 2018 間伐・間伐材利用コンク ール
受付番号

（会社名 ・ 団体名等）
つく1鵡楽会

連絡先等
（公表可能な範囲で

ご記入下さい

（住 所） 〒315--0054 茨城県かすみがうら市稲吉5-26-8
（担当部暑等）

（電話奮号等）花L: 029--831-7291 FAX : 029-831-7291 

(U R L) http:/ /tsukwa-jyurakuka i. jp 

取組の名称

取組の概要

取組のきっかけ

取組内容•特徴

実行体制 ・

安全対策等
（他団体との連携

状況を含む）
I 

除間伐実績
実
績

環境教育

取組による効果等

・間伐・除伐を行い健康で元気な森林づくり

・ ヒノキ林の 間伐、除伐を行い日差しが射しこむ健康な森林を目指している。
・ 間伐の役額と森林のはたらきを地域交流会（子供会等）において啓蒙する。

・ 会員の中に、ヒノキと杉山（小高い丘）を所有し、 30数年手入れ力侑き届か
ない状態が続いていた。 当つくば樹楽会が活動のフィールドとして所有者と契約を
締結現在に至っています。

・地域交流会を行い、森林整備に関心を持ち、森林の大切さを共有する。
・ヒノキの 間伐、除伐及び斜面等の下草刈りの実施しています。
・ 間伐材の利活用と階段や手摺りに使用しています。
・地域交流会を行い、 間伐したヒノキの利活用として、箸づくり、コ ースター作り

を参加者全員で体験を行っています。
•森林の役割りやはたらきをパネルで講演、森林の大切を啓蒙しています。
• 田んぼの暗渠として利用します。
・ 活動に参加する会員は、傷害保険及びボランティア保険に加入して活動行っている
・活動行う時は、ヘルメット、長そで、 長ズポン及び軍手等を着用し怪我、事故の

防止に努める。
•朝のミ ーテング峙、 当日の活動内容を説明、使用する機材の確認を励行する。
•今年度 16~18回の活動予定でヒノキ間伐・除伐そして下草刈り 10回
・間、除伐本数300本(4年間）延ぺ面積約1 ha 継続中
・チエンソー、 刈払機、ノコギリ、 ナタ等使用

・磁交流会での環境教育は年1回実施。対象者は地域住民・子供会及び会員家族。

•森林を整備する事により、元気で健康な森林になる事、間伐材の利活用に興味を持ち
始めた事等。 ・ 森林整備Iお印彰副酎ヒ防止に貢献している事等を理解。 ・ 整備した場所
は、散策コ ースとなっている。 ・ ホームページを楽しみに見ているとの声。

・ 間伐したヒノキを田んぽに暗渠として利用し始めた。

製品等の写真、図表

掲載する写真や
図表はこのスペース
に収めて下さい。

このほかに図表や
写真がある場合は
添付別途願います。

写真1 間伐したヒノキをプールしています。 顎2 皮を馳ヽたヒノキ、階段の支柱や手摺り

に和話用。
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